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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

　
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
以
下
障◯
）
は
、
心
身
に
重
い
障
害

の
あ
る
方
の
医
療
保
険
の
自
己
負
担

分
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
₉
月
₁
日
（
木
）
か
ら
障◯
受
給
者

証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
更
新
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
₈

月
末
日
ま
で
に
、
新
し
い
障◯
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

﹇
更
新
の
対
象
と
な
る
方
﹈

　
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち

の
重
度
障
害
者
の
方
で
、
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
下
の
方
（
下
表
）

○ 

身
体
障
害
者
手
帳
₁
級
・
₂
級

（
心
臓
・
腎
臓
等
内
部
障
害
に
つ

い
て
は
₃
級
ま
で
）

○ 

愛
の
手
帳
₁
度
・
₂
度

○ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
₁
級

（
手
帳
が
₉
月
以
降
も
有
効
な

方
）

﹇
対
象
と
な
ら
な
い
方
﹈

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
医
療
保
険
の
自
己
負
担
の
な
い
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
「
乳◯
・
子◯
・
親◯
医
療
証
」
を
受
給

し
て
い
る
方

④
重
度
障
害
者
に
な
っ
た
年
齢
が
₆₅

歳
以
上
で
あ
る
方

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
受
給
者
で

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

※
重
度
障
害
者
に
な
っ
た
日
か
ら
₆₅

歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
①
・
②

だ
っ
た
方
、
ま
た
は
東
京
都
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

﹇
注
意
﹈重
度
障
害
者
に
な
っ
た
年
齢

が
₆₅
歳
未
満
で
障◯
受
給
者
証
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

₆₅
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
過
去
に
障◯
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
所
得
が
所
得
制
限
限

度
額
以
上
あ
っ
た
等
の
理
由
に
よ
り
、

資
格
が
消
滅
し
た
方
で
、
そ
の
後
制

限
事
由
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問▢
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係
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対
象
の
方

　
₂₀
歳
以
上
₆₅
歳
未
満
で
次
の
方

○ 

身
体
障
害
者
手
帳
₁
〜
₂
級

○ 

愛
の
手
帳
₁
〜
₃
度

○ 

脳
性
ま
ひ

○ 

進
行
性
筋
萎
縮
症

　
ま
た
は
₆₅
歳
未
満
で
次
の
方

○ 

身
体
障
害
者
手
帳
₃
級

○ 

愛
の
手
帳
₄
度

○ 

東
京
都
の
難
病
医
療
費
等
助
成
認

定
者
（
申
請
中
の
方
も
含
む
、
小

児
慢
性
疾
患
の
方
は
要
相
談
）

申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
手
当
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
₆₅
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
₆₅
歳
以

上
の
方
は
、
新
規
の
申
請
が
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
₆₅
歳
以
上
の
方
で

も
、
平
成
₁₂
年
₈
月
以
降
、
₆₅
歳
の

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
「
所
得
制

限
超
過
、
施
設
入
所
、
江
東
区
に
住

所
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
制
限
事
由

に
よ
り
申
請
が
で
き
ず
、
そ
の
後
制

限
事
由
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
新
規

の
申
請
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
が
右
表
の
所
得
限
度

額
以
上
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り

受
給
資
格
が
消
滅
し
、
そ
の
後
制
限

事
由
が
な
く
な
っ
た
方
は
、
あ
ら
た

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
月
が
支
給
開
始
月
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
で

き
る
手
当
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
も
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問▢
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係
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区
で
は
、
国
の
制
度
に
基
づ
き
特

別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結

果
、
支
給
が
決
定
さ
れ
る
と
、
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

問▢
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係
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学
校
公
開
お
よ
び
学
校
説
明
会
を

次
の
内
容
を
目
的
と
し
て
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

○ 

広
く
教
育
内
容
を
公
開
し
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
す

る
○ 

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
学

校
教
育
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く

○ 

令
和
₅
年
度
に
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
、
義
務
教
育
学
校
へ
入
園
・

入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご

家
庭
へ
、
学
校
等
を
選
択
す
る
際

の
情
報
を
提
供
す
る

○ 
入
園
・
入
学
前
に
各
学
校
等
の
教

育
方
針
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
入
学
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

解
消
す
る

学
校
公
開
等
実
施
日
時

　
₉
月
下
旬
か
ら
₁₁
月
上
旬
の
期
間

内
で
₃
日
間
程
度
行
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
、
学
校
ご
と
に
実
施
日
時

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
参
観
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
﹈

○ 

学
校
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
、
公

開
日
程
・
時
間
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

自
動
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

○ 

安
全
対
策
上
、
来
校
時
に
は
必
ず

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

参
観
の
際
は
必
ず
事
前
に
各
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
最
新
の

情
報（
公
開
日
時
、
注
意
事
項
等
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
学
校
・
義
務
教
育
学
校

新
1
年
生
の
就
学
時
健
康
診
断

　
令
和
₅
年
₄
月
に
小
学
校
新
₁
年

生
、
ま
た
は
義
務
教
育
学
校
新
₁
年

生
に
な
る
お
子
さ
ん
の
就
学
時
健
康

診
断
を
₁₀
月
₁₃
日
（
木
）
か
ら
順
次

実
施
し
ま
す
。
₉
月
下
旬
送
付
予
定

の
「
学
校
ガ
イ
ド
」
に
就
学
時
健
康

診
断
通
知
書
も
同
封
し
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
で
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

﹇
学
校
公
開
等
に
関
す
る
問
合
先
﹈

学
務
課
学
事
係
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学
務
課
幼
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係
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﹇
就
学
時
健
康
診
断
に
関
す
る
問
合

先
﹈学
務
課
給
食
保
健
係
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3
6
4
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7
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6
4
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5
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建
築
物
の
防
災
対
策
の
推
進
を
目

的
に
、
毎
年
春
と
秋
に
全
国
一
斉
の

建
築
物
防
災
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
建
築
物
・
工
作
物
の
所
有
者
・
管

理
者
等
は
、
そ
れ
ら
を
常
に
安
全
な

状
態
で
維
持
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
建
築
基
準
法
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

所
有
・
管
理
し
て
い
る
建
築
物
・
工

作
物
・
付
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

点
検
し
、
気
が
か
り
な
点
が
あ
れ
ば
、

専
門
家
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
空
間
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
と
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問▢
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係
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所得制限限度額表（心身障害者福祉手当、心身障害者医療費助成共通）、適用期間
（本人等所得－所得控除≦所得限度額）

対象所得 令和3年中所得
扶養親族の数 本人および扶養義務者等

の所得限度額
20歳以上の方　本人所得　
20歳未満の方　（手当）配偶者または扶養義務者の所得　

（医療）世帯主等の所得により判定。ただし、本人が国保の世帯主、
または社会保険による被保険者になっている場合は本人所得
※ 次のような扶養家族がいる場合には、左記の所得限度額にそれ

ぞれ加算されます。　
・ 老人扶養親族1人につき10万円　
・ 特定扶養親族または控除対象扶養親族（19歳未満の者に限る）

1人につき25万円
※医療費・社会保険料（医療費助成は本人のみ）等は相当額を控除

0人 3,604,000円
1人 3,984,000円
2人 4,364,000円
3人 4,744,000円
4人 5,124,000円
5人 5,504,000円

適用期間 心身障害者医療費助成 9／1（木）～令和5年8／31（木）
心身障害者福祉手当 8／1（月）～令和5年7／31（月）

手当種類 年齢制限 対象者 手当額

特別障害者
手当 20歳以上

重度の障害があるため、日常生活
において常時特別な介護が必要な
20歳以上の方（おおむね身体障害
者手帳1・2級程度および愛の手帳
1・2度程度の障害を有する方。あ
るいはこれらと同等の疾病・精神
障害の方。原則専用の診断書で判
定されます）。ただし次に該当す
る方を除く①施設入所者②病院等
に3か月を超えて入院している方。
※本人および扶養義務者の所得制
限があります。
※原子爆弾被爆者に対する援護に
関する法律に基づく手当を受給し
ているときは、手当額の併給調整
があります。

月額
27,300円

障害児福祉
手当 20歳未満

重度の障害があるため、日常生活
において常時介護が必要な20歳未
満の方（おおむね身体障害者手帳1
級および2級の一部の方、愛の手
帳1・2度程度の方。あるいはこれ
らと同等の疾病・精神障害の方。
原則専用の診断書で判定されま
す）。ただし次に該当する方を除
く①施設入所者②障害を理由とす
る公的年金受給者。
※本人および扶養義務者の所得制
限があります。

月額
14,850円


